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2023年度年間標語「心熱く主を証しする」使徒言行録 2:42 

                『奉仕部の働き』     奉仕部担当執事 竹内正幸 

2023年度はアフターコロナと言われるなか、コロナ禍以前の形態に教会を戻す教

会活動再開に踏み出した一年でした。まず、5月28日からそれまでの分散礼拝から

全員参集の礼拝が再開されました。2020年4月5日の礼拝を、吉田先生、江原先生

と礼拝ご奉仕の方17名のみでお護りいただいてから3年2か月振りのことでした。 

礼拝から始まりましたが、その後徐々にではありますが、各方面でもとの状態へ

の回帰が進められております。 

奉仕部に関する活動としては、6 月の大掃除から参加人数を制限することなく行

うことができました。それは大変な喜びでありましたが、まだ厨房を使えるように

もとの状態に戻すことはしておりません。教会で調理し、皆さんに提供する昼食が

再開することがまだ見通しがついていないためです。昼食が再開する直前にきれい

にしようと計画しております。 

昼食の再開につきましては、マナの会でおにぎりを提供したように、まずは月 1

回、お弁当やおにぎりを販売する形式で進めるべく準備しているところです。 

バザーについては、今年度はミニバザーを開催いたしましたが、来年度はコロナ

以前のバザーのように、地域の方々にもお出でいただくように準備をすすめつつあ

ります。ただ、食品の販売については、慎重に対応していく予定です。 

会堂清掃の課題は、奉仕者が不足していることです。そして奉仕者の高齢化がす

すんでいることです。そういう中にあって、週によっては、お二人で会堂全体の清

掃を担っていただいていることもあります。この方々のご奉仕によって、わたした

ちは整えられ、きれいに清掃された会堂で、主日礼拝をまもることができています。

多くの方々に会堂清掃のご奉仕に加わっていただき、ご協力をいただけたらと思っ

ております。 

惜しんでわずかしか種を蒔かない者は、刈り入れもわずかで、惜しまず豊かに蒔

く人は、刈り入れも豊かなのです。各自、不承不承ではなく、強制されてでもなく、

こうしようと心に決めたとおりにしなさい。喜んで与える人を神は愛して下さるか

らです。（コリントの信徒への手紙 II  9章6〜7節） 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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